降誕前第9主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年10月26日

「唯一の神」
マラキ書2章1～16節
 2:1 祭司たちよ、今あなたたちにこの命令が下される。
 2:2 もし、あなたたちがこれを聞かず、心に留めず、わたしの名に栄光を帰さないなら、と万軍の主は言われる。わたしはあなたたちに呪いを送り、祝福を呪いに変える。いや既に呪いに変えてしまった。これを心に留める者があなたたちの間に一人もいなかったからだ。
 2:3 見よ、わたしはあなたたちの子孫を脅かし／あなたたちの顔に汚物を浴びせる。それは祭りの犠牲の捨てられたものだ。あなたたちは、その上に投げ捨てられる。
 2:4 そのとき、あなたたちは知るようになる。わたしがこの命令を下したのは／レビと結んだわが契約を／保つためであったことをと／万軍の主が言われた。
 2:5 レビと結んだわが契約は命と平和のためであり／わたしはそれらを彼に与えた。それは畏れをもたらす契約であり／彼はわたしを畏れ、わが名のゆえにおののいた。
 2:6 真理の教えが彼の口にあり／その唇に偽りは見いだされなかった。彼は平和と正しさのうちに、わたしと共に歩み／多くの人々を罪から立ち帰らせた。
 2:7 祭司の唇は知識を守り／人々は彼の口から教えを求める。彼こそ万軍の主の使者である。
 2:8 だが、あなたたちは道を踏みはずし／教えによって多くの人をつまずかせ／レビとの契約を破棄してしまったと／万軍の主は言われる。
 2:9 わたしも、あなたたちを／民のすべてに軽んじられる価値なき者とした。あなたたちがわたしの道を守らず／人を偏り見つつ教えたからだ。
 2:10 我々は皆、唯一の父を持っているではないか。我々を創造されたのは唯一の神ではないか。なぜ、兄弟が互いに裏切り／我々の先祖の契約を汚すのか。
 2:11 ユダは裏切り／イスラエルとエルサレムでは／忌まわしいことが行われている。まことに、ユダは主が慈しんでおられる聖なるものを汚し、異教の神を信じる娘をめとっている。
 2:12 主よ、このようなことを行う者を、家族もろともヤコブの天幕から絶ち滅ぼしてください。たとえ彼が万軍の主に献げ物をささげたとしても。
 2:13 同様に、あなたたちはこんなことをしている。泣きながら、叫びながら／涙をもって主の祭壇を覆っている。もはや、献げ物が見向きもされず／あなたたちの手から受け入れられないからだ。
 2:14 あなたたちは、なぜかと問うている。それは、主があなたとあなたの若いときの妻との証人となられたのに、あなたが妻を裏切ったからだ。彼女こそ、あなたの伴侶、あなたと契約をした妻である。
 2:15 主は、霊と肉を持つひとつのものを造られたではないか。そのひとつのものが求めるのは、神の民の子孫ではないか。あなたたちは、自分の霊に気をつけるがよい。あなたの若いときの妻を裏切ってはならない。
 2:16 わたしは離婚を憎むと／イスラエルの神、主は言われる。離婚する人は、不法でその上着を覆っていると／万軍の主は言われる。あなたたちは自分の霊に気をつけるがよい。あなたたちは裏切ってはならない。


コリントの信徒への手紙一8章6節
8:6 わたしたちにとっては、唯一の神、父である神がおられ、万物はこの神から出、わたしたちはこの神へ帰って行くのです。また、唯一の主、イエス・キリストがおられ、万物はこの主によって存在し、わたしたちもこの主によって存在しているのです。

1 　
　先週の主日礼拝から旧約聖書のマラキ書の言葉から共に御言葉を聞いています。旧約聖書の最後に位置しているマラキ書は、旧約聖書と新約聖書をつなぐ橋渡し役をしていると言われています。その内容は一見すると非常に厳しい神様の裁きの言葉が記されているようですが、「わたしはあなたたちを愛してきた」の神様によるイスラエルの民への、さらにそれは私たちへの愛の告白の言葉から始まっているのです。ですから、厳しさというのは「愛するが故の厳しさ」ということができるでしょう。
子育てを経験された方でしたら、恐らく誰もがそうだと思うのですが、我が子というのは可愛いものです。10か月母親のお腹の中にいてようやく誕生した新しい命です。愛おしいに決まっています。でも、だからと言って可愛いから何をしてもどんなに悪いことをしても決して怒らない、欲しいものは何でも与えてあげるというのは愛情とは言えないでしょう。今はまだ小さなこの子が社会に出て恥ずかしくないように、一人前の人間として歩めるように、良いことをしたら褒めてあげる、けれども悪いことをしたらきちんと怒るのです。それは子どもを愛しているからです。愛しているからこそ、例えば道路に飛び出そうとしたら大きな声で「飛び出しちゃダメ」と怒りますし、誰かを傷つけることをしたら時には手を挙げてしまうほどに怒ることもあるでしょう。そのように厳しくしてしまう自分に「厳しくしすぎたかな」と後悔することもあるでしょうが、やはり愛する我が子を思うからこそついつい厳しくなってしまうものだと思うのです。
　私たち人間ですら愛する我が子を思うからこそ、愛するからこそ厳しく育てるのですから、私たちを造ってくださった神様ですから、私たちのことを愛するがゆえに厳しく育てられるのは当然のことだと思うのです。私たちが何をやっても、どんなに悪いことをしても「いいよ。いいよ。好きにしたらいいよ。」といつもやさしく微笑んでいる。私たちが欲しいものは何でも好き放題に与えてくれる。願ったお祈りは何でも聞いてくれる、そんなただただ優しいだけの神様であれば、それは本当の愛情とはいえないでしょうし、もし神様がそのような何をやっても怒らない、何でも与えてくれるようなただただ優しいだけの神様であれば、それは本当の神様とは言えないでしょう。
　天地をつくられた父なる神様、私たちをご自分に似せて、ご自分にかたどってつくられたただお一人の神様は私たちを愛しているからこそ、私たちが神様に背き離れるならば厳しい態度を取られ、私たちが願うことが御心に適わない事であれば私たちの祈り求めることを聞いてくださらないのです。
　ただそれが私たちからすると「神様は私の祈りを聞いてくださらない。私は神様に愛されていない。」と神様の愛が分からなくなってしまうのです。それがまさに預言者マラキの時代の人々の姿と言えるのです。

2 
　　バビロン捕囚から帰って来てエルサレム神殿を人々は再建させました。しかし、神様の言われる救い主も来なければ、相変わらずのペルシャの国の支配も変わらない。自分たちの暮らしは一向に楽にならない。神様に見捨てられたような、神様の愛が分からないような、人々は不信感と虚無感に支配されていたのです。それゆえに祭司が神殿でささげる礼拝も心のこもったものではありませんでした。どうせ神様に最上のささげものを捧げても何も変わらないと、祭司は傷や汚れのある動物を平気でささげものとしてささげて形ばかりの礼拝をしていたのです。
　　そのような祭司たちをまた人々を神様はお怒りになられたのです。「あなたたちは礼拝を軽んじて私を軽んじている」と愛ゆえに厳しい叱責の言葉をマラキを通して語られたのです。
　　その上で神様は非常に厳しい警告の言葉を告げられます。まず心無い礼拝をしている祭司にです。あなたたちがこのままの心無い礼拝を続けるのであれば、あなたたちの顔に汚物を浴びせてその上に投げ捨てると言われます。これは祭司が祭司の務めができなくなる、すなわちエルサレム神殿での祭儀中心の礼拝がなくなってしまうことを神様は告げられるのです。
　　その上で、神様はレビ、すなわち祭司と結んだ契約は「命と平和のため」と5節で語られます。新共同訳聖書で「命と平和のため」と訳されているのは原語では「命と平和」です。契約は命と平和そのものであるのです。祭司は命と平和の契約を人々に教えて、神様と共に歩み、人々を罪から立ち帰らせる、そのような万軍の主の使者こそが祭司であると語るのです。しかし、祭司たちは神様と共に歩むその道を踏み外して多くの人をつまずかせてしまったのです。
　　その最たるものが10節以下で記されている異教の神を信じる異邦人女性との結婚です。イスラエルの祭司たちは人々に異教徒の異邦人女性との結婚を進めたのです。しかも、若い時に結婚した妻と離婚してまで結婚をすすめたのです。異邦人土地所有者との結婚は経済的に豊かになれますし、社会的にも有利です。捕囚から帰って来て土地も財産もないイスラエルの人たちは若い時に結婚した妻と離婚して、そのような異邦人女性と結婚することで安泰を手に入れたのです。しかし、異教の神を信じる異邦人女性との結婚は異教の神へ信仰が家庭に入り込んでくることを意味します。最初のエルサレム神殿を建てたソロモン王は地位と名声と知恵を手に入れました。しかし、彼は堕落しました。ソロモン王の堕落は多くの異教の異邦人女性を妻として迎えて異教の神々をイスラエルに持ち込んだからです。それと同じようなことが人々の間で起きていました。
　　「あなたの若い時からの妻を裏切ってはならない。
　　　わたしは離婚を憎む」と神様は言われるのです。
　　祭司たちの堕落、人々の堕落は最終的には偶像崇拝に繋がるのです。その様な状況を神様は「わたしはあなたたちを愛してきた」神様だからこそ、「いいよいいよ。好きにしたらいいよ。結婚も離婚も好きにしたらいいよ。他の神様を拝んでも何の問題もないよ。」とはおっしゃらないのです。
　　「あなたの若い時からの妻を裏切ってはならない。
　　　わたしは離婚を憎む」と神様ははっきりとおっしゃるのです。

3 
　このイスラエルの人々の状況と私たちの状況は確かに違いますので、なかなか今日の箇所から神様のメーッセージを聞くことは難しいのかもしれません。確かにここでは結婚と離婚のことが記されていますが、実際の結婚と離婚の問題だけでなく、結婚と離婚を一つの象徴として描いていると言えるのです。それは若い時の妻とは唯一の父なる神様であり、その神様を捨てて異邦人女性と結婚するということは偶像崇拝をするということなのです。ですから私たちが唯一の主なる神様を捨てて神様以外のものを神様として崇めるということです。唯一の神様以外のものを神とするなら私たちもまた偶像崇拝に陥ってしまうのです。それはこの時代の出来事だけでなく、いつの時代にも普遍的な出来事です。神以外のものを神とする。常にその誘惑に私たちはさらされているのです。
　　
4 
15節の終わりには「あなたたちは、自分の霊に気をつけるがよい。あなたの若いとき
の妻を裏切ってはならない。」とあります。「あなたの若い時の妻」とは神様の事と言えます。神様を裏切ってはいけない。神様を裏切って他のものを神としてはならないというのです。
　　そして16節にも「あなたたちは自分の霊に気をつけるがよい。あなたたちは裏切ってはならない。」と繰り返されています。私はこの「あなたたちは自分の霊に気をつけるがよい。」繰り返されているこの言葉がとても気になりました。
　　「自分の霊に気をつける」とはいったいどういうことかと。
　　私たちは唯一の神様によってつくられた人間です。私たちをご自分に似せて、ご自分にかたどってつくられたのです。それは簡単に言えば神様と共に歩む存在としてつくられたのです。そして私たち人間は神様が土の塵でつくりその鼻に息を入れて生きる者とされたものでもあります。神様が私たちの鼻に入れられた「息」という言葉が「霊」と同じです。「魂」とか「心」つまり私たちの存在そのものを指す言葉です。私たちは霊と肉を持つひとつのものとして神様と共に歩む者としてつくられたのです。
　　しかし、先週もお話ししましたようにアダムとエバが神様との約束を破り食べてはいけないと言われた木の実を食べて神様に背き罪を犯してしまいました。私たちの霊、そして心には「神様ごめんなさい」と素直に言えなくて、神様から隠れようとか神様から離れようとしてしまう弱さがあるのです。そして私たちには神様なんていらない、自分が神になろうとする心があるのも事実です。神様から離れて自分を神とする、それこそが神以外のものを神とする偶像崇拝です。自分が神となり神を必要としないそのような思いを私たちはその心に霊に抱えているのです。
だから「あなたたちは自分の霊に気をつけるがよい。あなたたちは裏切ってはならない。」なのです。「自分の霊が心が常に神様と共に歩もうとしているのか。それとも神様を神様としないで自分を神としようとしていないのかを気をつけなさい。神様を裏切って自分を神とする偶像崇拝に陥っていないかを気をつけなさい。」そういった警告ではないかと思うのです。私たちが道路に飛び出しそうになる我が子に大きな声で「飛び出しちゃダメ」と怒るように、愛して下さっているからこその神様は「あなたたちは自分の霊に気をつけるがよい。あなたたちは裏切ってはならない。」と繰り返して厳しい愛の警告の言葉を掛けて下さるのではないかと思うのです。
　　神様は私たちに道を踏み外さないで、神様と共に歩む道を歩んで欲しいのです。しっかり手を握って共に歩んで欲しいのです。神以外のものを神とする滅びの道を歩むのではなく、イエス様が「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。」（ヨハネ14：6）とおっしゃられた永遠の命に至る命と平和の道を歩んで欲しいのです。神様はそのために愛する独り子イエス様を私たちのもとにお遣わしくださったのです。イエス様は十字架と復活による命と平和の道へと私たちを導いて下さるのです。
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